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アルシートは、冷延鋼板にアルミニウム—シリコン合金を溶融めっきしたもの
で、アルミニウムの錆にくさ、美しさと、さらには優れた耐熱性、熱反射性と、冷延
鋼板のもっている機械的性質やその他の物理特性を合わせもった、魅力ある表面
処理鋼板です。
　当社では、1961年7月以来「アルシート」の名称で溶融アルミニウムめっき鋼板
を生産販売し、その優れた特性により自動車のマフラー、トースター、ガスレンジ
等、日常生活で広くご愛用いただいております。
　近年、この分野においても排気ガス規制対策としてステンレス鋼板に次ぐ素材
の開発、コストダウン対策として安価な素材の要求、さらにアルシートの耐熱性
に対するより高度な性能への要求が高まってまいりました。
　当社では、多様化する市場のニーズに応えるため、このたび耐熱性、高温強度、
変色および耐食性をさらに改良した商品を開発し、商品メニューに加えました。
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ʪ͝ҙͱ͓͍ئʫ本ࢿ料に記載されたٕज़ใは、製品の表的なಛ性や性能をઆ明するものであり、ʮ規格ʯの規定事項として明記
したものҎ外は、อূをҙຯするものではありまͤΜ。本ࢿ料に記載されているใのޡった使用または不適切な使用等によって生じ
たଛにͭきましてはをෛいかͶますので、ご了承ください。また、これらのใは、ࠓ後༧ࠂなしにมߋされる場合があります
ので、最৽のใにͭいては、୲当部ॺにおい合ͤください。本ࢿ料に記載された内༰の無断స載やෳࣸはごԕ慮ください。本ࢿ料
に記載された製品または役の名শは、当社および当社の関連ձ社の標またはొ標、҃いは、当社および当社の関連ձ社が使用
をڐされたୈऀࡾの標またはొ標です。そのଞの製品または役の名শは、それͧれอ有ऀの標またはొ標です。

処理
、板コイルは、処理内においてݪ
まͣѹԆ油等の付ணを除去し、ࢎ化
を除くなど、表面をਗ਼ড়化するとಉ
時にे分加して、࠶結থ等の材質ௐ
を行います。

処理ޙ
アルミめっきされた鋼板は、スΩンύ
ス、ςンシϣンレϕラーにてௐ質、ܗ
ঢ়を向上さͤ、さらに耐食性、塗性
を付༩するため後処理を行い、必要に
応じ防錆油を塗します。

Ί͖ͬ
表面のਗ਼ড়な鋼板を、アルミχϜを
ओ分としたアルミめっき૧にਁ௮
し、めっきします。
めっき付ண量のௐઅはϫイϐング法
で行うので、均一な付ண量でඒྷな表
面が得られます。
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芝刈り機、
ポータブル発電機

（消音器）

ホットプレート
ベイクウェアー

オーブントースター
ホームベーカリー

給 湯 器

炊 飯 器

衣類乾燥機 小型液晶テレビ
ストーブ

ファンヒーター

自動車
（消音器、

マニホールドカバー、
コンバーターカバー）

自動車
（消音器、

マニホールドカバー、
コンバーターカバー）

二輪車
（消音器）

芝刈り機、
ポータブル発電機

（消音器）

༻ ్ ྫ
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छɹྨ

SA1C
SA1D
SA1E
SA1F

ओͳ用్
耐熱用（Ұൠ用）
耐熱用（ߜΓ用）
耐熱用（ਂߜΓ用）
耐熱用（ਂߜ用）

アルϛχϜのண記号

40、60、80、100、120

దɹ用

アルϛχϜのண記号
খண量（྆面、3点๏）g/m2࠷

খண量（྆面、1点๏）g/m2࠷

040
40
30

060
60
45

080
80
60

100
100
75

120
120
90

160
160
�

छɹྨ
ແॲཧ

クϩϝートϑϦーॲཧ

ओ用్ 記号

M
QM
QN

උɹߟ
�

ओʹՈిɻ加熱ޙのม৭ͳ͠ɻFDAਪ
ओʹࣗಈं

छɹྨ

NSA1C
NSA1D
NSA1E
NSA1F
NSA1D-P
NSA1D-PQ
NSA440R
NSA590
NSSQAS1500

ओͳ用్
耐熱用（Ұൠ用）
耐熱用（ߜΓ用）
耐熱用（ਂߜΓ用）
耐熱用（ਂߜ用）
温耐ม৭用ߴ
温耐ม৭用ᶘߴ
度用（TS=440クϥス）ڧߴ
度用（TS=590クϥス）ڧߴ
ϗοトスλンプ用

アルϛχϜのண記号

040、 060、 080、 100、 120

80、160、ଞ

దɹ用

1. छ ྨ

2. ΞϧϛχϜのண ʢྔຊమൢച品֨نʣ

3. ද໘ॲཧʢຊమൢച品֨نʣ

5. 寸法の許容差ʢຊమൢച品֨نʣ

˔JIS G 3314-2018ʢൈਮʣ ༹༥ΞルϛχϜΊ͖ͬ߯板͓Αͼ߯ଳ

˔ຊమൢച規格

 0.40ະຬ

0.40Ҏ্ɹ0.60ະຬ

0.60Ҏ্ɹ0.80ະຬ

0.80Ҏ্ɹ1.00ະຬ

1.00Ҏ্ɹ1.20ະຬ

1.20Ҏ্ɹ1.60ະຬ

1.60Ҏ্ɹ2.00ະຬ

2.00Ҏ্ɹ2.30ະຬ

2.30Ҏ্

1,000ະຬ

ʶ0.06
ʶ0.07
ʶ0.09
ʶ0.10
ʶ0.11
ʶ0.13
ʶ0.15
ʶ0.17
ʶ0.20

1,000Ҏ্ 1,250·Ͱ

ʶ0.06
ʶ0.07
ʶ0.09
ʶ0.11
ʶ0.12
ʶ0.14
ʶ0.16
ʶ0.18
ʶ0.21

༰ࠩڐ͞ް ෯のڐ༰ࠩ

ް͞
෯

耐৯用
耐৯用ߴ

記ɹ号

H
N
L
X

छɹྨ
ްృ༉
ී௨ృ༉
ബృ༉
ແృ༉

۠
෯

༰ࠩڐ
ʵ0、ʴ7

4. ృ ༉

（単Ґɿmm）

注ɿ 1.表ࣔ厚さはめっき後の厚さを表します。
 2.厚さのଌ定Օॴは、ଆԑから50mmҎ上れた 
  ҙの点とします。

֨نҰཡ

注ɿҾுݧࢼยはJIS 5߸。

記ɹ号

SA1C
SA1D
SA1E
SA1F

Ҿு͞ڧ

N/mm2

（270Ҏ্）

270Ҏ্

270Ҏ্

270Ҏ্

 Ҿுݧࢼ

  ৳ͼ（%）

  表ࣔް （͞mm）

0.30Ҏ্
0.40ະຬ

�
（28Ҏ্）ᶃ

�
�

0.40Ҏ্
0.60ະຬ

�
30Ҏ্ᶄ

34Ҏ্ᶄ

35Ҏ্ᶄ

0.60Ҏ্
1.00ະຬ

�
32Ҏ্

36Ҏ্

37Ҏ্

1.00Ҏ্

�
34Ҏ্

38Ҏ্

39Ҏ্

注ɿҾுݧࢼยはJIS 5߸。

記ɹ号

NSA1C
NSA1D
NSA1E
NSA1F
NSA1D-P
NSA1D-PQ
NSA440R
NSA590
NSSQAS1500

Ҿு͞ڧ

N/mm2

（270Ҏ্）
（270Ҏ্）

270Ҏ্

270Ҏ্

270Ҏ্

270Ҏ্

440Ҏ্

590Ҏ্
�

 Ҿுݧࢼ

  ৳ͼ（%）

  表ࣔް （͞mm）

0.30Ҏ্
0.40ະຬ

�
（28Ҏ্）ᶃ

�
�
�
�
�
�
�

0.40Ҏ্
0.60ະຬ

�
30Ҏ্ᶆ

34Ҏ্ᶆ

35Ҏ্ᶆ

30Ҏ্

30Ҏ্

25Ҏ্
�
�

0.60Ҏ্
1.00ະຬ

�
32Ҏ্

36Ҏ্

37Ҏ্

32Ҏ্

32Ҏ্

27Ҏ্
�
�

1.00Ҏ্

�
34Ҏ্

38Ҏ্

39Ҏ্

34Ҏ্

34Ҏ্

28Ҏ্

18Ҏ্
�

記ɹ号

SA1C
SA1D
SA1E
SA1F

曲げ֯度

180˃
180˃
180˃
180˃

 曲げ性

  曲げの内ଆִؒ

  表ࣔް （͞mm）
1.6ະຬ

表ࣔް͞の板2ຕ
表ࣔް͞の板1ຕ
表ࣔް͞の板1ຕ
表ࣔް͞の板1ຕ

1.6Ҏ্
表ࣔް͞の板2ຕ
表ࣔް͞の板2ຕ
表ࣔް͞の板2ຕ
表ࣔް͞の板2ຕ

ᶅ
ᶅ
ᶅ

記ɹ号

NSA1C
NSA1D
NSA1E
NSA1F

曲げ֯度

180˃
180˃
180˃
180˃

 曲げ性

  曲げの内ଆִؒ

  表ࣔް （͞mm）
1.6ະຬ

表ࣔް͞の板2ຕ
表ࣔް͞の板1ຕ
表ࣔް͞の板1ຕ
表ࣔް͞の板1ຕ

1.6Ҏ্
表ࣔް͞の板2ຕ
表ࣔް͞の板2ຕ
表ࣔް͞の板2ຕ
表ࣔް͞の板2ຕ

ᶇ
ᶇ
ᶇ

6. 機械的性質
˔JIS G 3314-2018ʢൈਮʣ ༹༥ΞルϛχϜΊ͖ͬ߯板͓Αͼ߯ଳ

˔ຊమൢച規格

ᶃめっきの付ண量表ࣔ記
߸120Ҏ上の場合、ड
当事ऀ間のڠ定によっ
て26Ҏ上としてよい。
ᶄめっきの付ண量表ࣔ記
߸120Ҏ上の場合、ड
当事ऀ間のڠ定によっ
てS A 1 Dは2 8Ҏ上、
SA1Eは32Ҏ上、SA1F
は33Ҏ上としてもよい。
ᶅS A 1 D、S A 1 Eٴび

SA1Fのۂげの内ଆ間
ִは、ड当事ऀ間のڠ
定によって表ࣔ厚さの
板1ຕとしてもよい。

ᶃめっきの付ண量表ࣔ記
߸120Ҏ上の場合、ड
当事ऀ間のڠ定によっ
て26Ҏ上としてよい。
ᶆめっきの付ண量表ࣔ記
߸120Ҏ上の場合、ड
当事ऀ間のڠ定によっ
てNSA1Dは28Ҏ上、
N S A 1 Eは 3 2Ҏ上、
NSA1Fは33Ҏ上として
もよい。
ᶇN S A 1 D、N S A 1 E、

NSA1Fのۂげの内ଆ
間ִは、ड当事ऀ間の
定によって表ࣔ厚さڠ
の板1ຕとしてもよい。
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品質特性

アルシートのߴԹにお͚る表面外؍は、溶༥ѥԖめっき鋼板、ྫྷ Ԇ鋼板にൺてはるかに༏れ、300ʙ350˚Cまで表面の
ม৭がありまͤΜ。それҎ上のԹ度では表面がAὙ-Fe合ۚとなり、ม৭しますが、これがమのࢎ化を防͙ので耐性は
อ࣋されます。

アルシートのΊ͖ͬண量のௐϫイϐンά๏Ͱ͓ͯͬߦΓ、Ί͖ͬண量ۉҰͰ͋Γ、ඒྷͳ表面外؍Ͱ͢ɻ

冷Ԇ鋼板ిؾѥԖΊ͖ͬ鋼板༹༥ѥԖΊ͖ͬ鋼板Ξϧγʔτ

冷Ԇ鋼板ిؾѥԖΊ͖ͬ鋼板༹༥ѥԖΊ͖ͬ鋼板Ξϧγʔτ

͍ͯͭʹ؍֎ .1

2. 耐熱性ʹ͍ͭͯ

˔耐酸化性（600˚C×200Hr）
アルシート600˚CҎԼの温度Ͱ加熱ͯ͠酸化スケールのൃੜ͋Γ·ͤΜɻ

˔加ޙͷ表面ঢ়ଶͷҰ ʢྫ300˚C 2̫00Hrʣ
アルシート350˚CҎԼの温度Ͱ加熱ͯ͠表面のม৭ͳ͘、ඒྷͳ外؍Λҡ࣋͠·͢ɻ

˔加࣌ͷ質量มԽʢ600˚CҎ上ʣ
ώートサイクル：ৗ温˰加熱˰نఆ温度48ؒ࣌อఆ˰空冷˰ৗ温 （࠷େ5サイクル）
600˚C 加熱࣌のॏ量ม化 700˚C 加熱࣌のॏ量ม化

˔加࣌ͷ質量มԽʢ600˚CҎԼʣ
アルシートͱ冷Ԇ鋼板ΛେؾதͰ࿈ଓ加熱ͨ͠߹の、質量ม化のҰྫΛԼਤʹࣔ͠·͢ɻ

3. 熱ࣹʹ͍ͭͯ

アルシートは表面がඇৗにඒྷであるため、ࣹが༏れており、450˚CҎԼのԹ度でほ΅80%のࣹ性をࣔします。
したがって、ࣹが要求されるトースターの内部ः板、Ψスオーϒン、ੴ油ストーϒの上部ࣹ板などに適しております。

߲ ςスト݅
ૉࡐ Ξϧγʔτ NSδンίート

（ѥԖΊ͖ͬ鋼板ؾి）
༹༥ѥԖΊ͖ͬ鋼板

スύンάルࡐ θϩスύンάルࡐ

熱ࣹ
100˚C×24Hr
400˚C×24Hr

90
80

95
30

95
20

95
20

˔加熱ޙৗ温Ͱଌఆ
˔D and S AERP์ࣹܭ（ଌఆ3～30Жm）ʹ ΑΔ

Ξϧγʔτ（500˚C）

Ξϧγʔτ（600˚C）

冷Ԇ鋼板（600˚C）15ؒ࣌Ͱഁյ
50

1,000 2,000 3,000 4,000 5,000

ɹؒ࣌

増
量（

9/
m

2 ）

1サイクル 2サイクル 3サイクル 4サイクル 5サイクル
5

0
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–40

–45

ॏ
量
ม
化（
ॳ
ظ
ॏ
量
ʵ
サ
イ
ク
ル
ޙ
ॏ
量
）（

g）

1サイクル 2サイクル 3サイクル 4サイクル 5サイクル

5

0

–5

–10

–15

–20

–25

–30

–35

–40

–45

ॏ
量
ม
化（
ॳ
ظ
ॏ
量
ʵ
サ
イ
ク
ル
ޙ
ॏ
量
）（

g）

（୯Ґ：%）˔֤छૉࡐͷࣹੑͷҰྫ

Ξϧγʔτ
ѥԖΊ͖ͬؾి

スςンϨス

冷Ԇ鋼板
ΨルόϦϜ
༹༥ѥԖΊ͖ͬ

Ξϧγʔτ
ѥԖΊ͖ͬؾి

スςンϨス

冷Ԇ鋼板
ΨルόϦϜ
༹༥ѥԖΊ͖ͬ
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アルシートは、アルミχϜとಉ様にۭؾ中やਫ中において、༰қにඍࡉかͭ҆定なࢎ化ບやਫࢎ化ບを生じるため
֤種条件Լでの耐食性は、ѥԖめっき鋼板より༏れています。
しかし、ѥԖめっき鋼板のようにΨルόχックアクシϣン（٘ਜ਼防食作用）がظできないため、使い方に注ҙが必要です。
֤種条件Լでの耐食性にͭいてࣔします。

アルシートの耐ѥེࢎΨス性は、ѥԖめっき鋼
板、ྫྷ Ԇ鋼板にൺֱしてඇৗに༏れています。
アルシートとྫྷԆ鋼板の耐ѥེࢎΨスݧࢼ
の一ྫをӈਤにࣔします。

4. 耐৯性ʹ͍ͭͯ

 ：ݧࢼ݅
  SO2ೱ度400ppm
ʴSO2ྲྀ量20Ὑ/minؾۭ  
  Թ度40˚C
  ࣪度95ʙ100%

ྫྷԆ鋼板ిؾѥԖめっき鋼板
（クロϝートフリー処理）

溶༥ѥԖめっき鋼板
（クロϝートフリー処理）

Ξϧγʔτ
（クϩϝートϑϦーॲཧ）

˔Ԙਫໄޙݧࢼ外؍ͷҰ ʢྫ300˚C 2̫00Hr加 ɹ  SST168Hrޙʣ

˔Ԙਫໄޙݧࢼ外؍ͷҰ ʢྫSST168Hrޙʣ

ྫྷԆ鋼板ిؾѥԖめっき鋼板
（クロϝートフリー処理）

溶༥ѥԖめっき鋼板
（クロϝートフリー処理）

Ξϧγʔτ
（クϩϝートϑϦーॲཧ）

4-1. ԘਫໄݧࢼʹΑΔධՁ

4-2. ѥེࢎΨεੑͷҰྫ

10

25

50

75

20 40 60

࣌ݧࢼ （ؒh）


৯
ݮ
量（

g/
m

2 ）

冷Ԇ鋼板

Ξϧγʔτ

自動ंഉΨスॖڽٖӷによる食ςストの結果、アルシートは、ి 。しますشѥԖめっき鋼板やྫྷԆ鋼板より༏れた耐食性能を発ؾ

ɿ˞ （ɹ）内は減গ厚Έ

˔Ϛϑϥーํݧࢼ๏
 1 ） ӷԹ180˚F（82˚C）の0.01N ष化ਫૉ（HBr）
   -0.05Nེࢎ（H2SO4）混合溶ӷに5ඵਁ௮。
 2 ） 取り出し、1時間るしס૩さͤる。
 3 ） 上記 1）ʙ2）のૢ作を20ճ܁りฦす。
 4 ） その後、ง囲ؾԹ度1,000˚F（538˚C）の中で
   2時間加する。
 5 ） から出しۭྫྷする。
 6 ） 1）ʙ5）をさらに24ճ܁りฦす。（合計25ճ）
 7 ） 最後にݧࢼยから食生を取り除き重量
   をଌ定し、ݧࢼલのαンプル重量とのࠩҟから
   食をࢉ出する。

ฦ͠ςετʢ耐ഉΨε৯性ʣ܁࣪ס .4-3

˔Ϛϑϥʵ݁ݧࢼՌͷҰྫ
（Chrysler's Spec 461H-83）

アルミはѥԖとҟなりऑࢎ性にはڧくアルカリ性にऑいというಛ性があります。次にいくͭかのༀ品にͭいて食減量の一ྫをࣔします。

5. 耐ༀ品性

16%SO2Ψスݧࢼ（96Hr）

18%NH3Ψスݧࢼ（192Hr）

20%HNO3ݧࢼ（30min）

1/10N NaClɹ 0.3%H2O2ݧࢼ（30min）

130

10

2

18

2,825

180

ΛͱͲΊͣܕݪ

173

1,510

25

ΛͱͲΊͣܕݪ

શ面ࡺ

֤ʑのサンプルʹ͍ͭͯ、
৯ݮ量͕1g/m2/ҎԼのྖҬ
の௨ΓͰ͢ɻ࣍
Ξϧγʔτ ： pH 1.8～11.0
༹༥ѥԖΊ͖ͬ鋼板 ： pH 5.0～12.9
ΨルόϦϜ鋼板 ： pH 4.0～11.1

Ξϧγʔτ 冷Ԇ鋼板ݧࢼのछྨ ༹༥ѥԖ
Ί͖ͬ鋼板

（単Ґɿmg/dm2）

Ξϧγʔτ
༹༥ѥԖΊ͖ͬ鋼板
ΨルόϦϜ鋼板

pHͱ৯ݮ量のؔのҰྫ

1 1312111098765432

50

40

30

20

10

0

pH


৯
ݮ
量（

g/
m

2 /
）

ྫྷԆ鋼板を100とした場合

18%CrスςンϨス鋼

13%CrスςンϨス鋼

Ξϧγʔτ 80g/m2

ѥԖΊ͖ͬ鋼板20/20g/m2ؾి

冷Ԇ鋼板

 छ
৯（%）

22.9%

50 100

27.5%

30.1%（16Жm）˞

92.8%（80Жm）˞

100%（87Жm）˞
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注ɿ上記材質はいͣれも0.8mm材の一ྫです。

ΓൺのҰྫߜքݶ

板厚 0.80mm ： ࡐࢼڙ
  めっき量 80g/m2

݅ ： ϙンν径 60mmݧࢼ
  ϙンνݞ径 6.5mm
  μイス径 6.6mm
  μイスݞ径 6.5mm
  潤滑油 工作油#620

アルシートは、工業ଳなどのڥのきびしいง囲ؾの中でも、表面に៛ີで҆定したࢎ化ൽບを生し、༏れた耐ީ性を発شします。

6. 耐ީ性ʹ͍ͭͯ

注 ɿ アルシートは࿐ڥによって次ୈに  
ม৭（৭）する性質を࣋っていますが、
耐食性にはほとΜどӨڹはありまͤΜ。

ࡺ

増

0

–1.0

–2.0

ࡺ ࡺ

ॏۀଳ ଳۀ ࢢ

աܦ

ݮ

ॏ
量
ม
化

 g
/d

m
2

0 1 2 3 4 5 0 1 2 3 4 5 0 1 2 3 4 5

˔Ξルγɻ τͷ外࿐݁ݧࢼՌͷҰྫ
平板ݧࢼยのॏ量ม化

7. Ճ性ʹ͍ͭͯ

֤グレーυ別ػցݧࢼの一ྫをࣔします。

アルシート
༹༥ѥԖΊ͖ͬ鋼板

7-1. 機械的性質

7-2. ϓϨεܗ性
次に֤グレーυ別のݶքߜりൺの結果をࣔします。いͣれもػց的性質とಉ様にྫྷԆ鋼板とಉఔ度の良な性質をࣔしています。

Ұൠ用

Γ用ߜ

Γ用ߜਂ

Ұൠ用

Ξϧγʔτ

ྫྷԆ鋼板 SPCC

छ άϨーυ

SA1C

SA1D

SA1E

छྨ記号 2.0 2.22.1 2.3

छ

Ξϧγʔτ

冷Ԇ鋼板

άϨーυ

Ұൠ用

Γ用ߜ

Γ用ߜਂ

Ұൠ用

छྨ記号

SA1C

SA1D

SA1E

SPCC

YP（N/mm2）

245

196

176

196

TS（N/mm2）

353

314

304

323

El（%）

38

42

44

43

56

44

41

45

�

�

1.6

�

ϥンクϑΥーυ
（r）

͞ߗ
（HRB）

Ҿுݧࢼ

。な溶接が得られますઌ端径を小さくしたほうが良ۃి ˔
。な結果が得られますのほうが良ܕよりፊ಄（ͤっとう）ܕঢ়はラジアスܗۃి ˔
˔ 溶接ిྲྀ、溶接時間とも૿加さͤてください。
。のਗ਼とྫྷ٫にご留ҙくださいۃి ˔

˔ 溶接ిྲྀを૿し、加ѹ力をくしてください。
。ઌ端幅は15ʙ20%ͤめてくださいۃి ˔
。動方ࣜとして上Լ部よりे分ਫྫྷしてくださいۦするため、φールΪϠーࢭのアルミχϜ付ணを防ۃి ˔

छ
板ް
mm ઌܘ

Wmm⾘
加ѹྗ

kg
௨ి ిྲྀ

kA
度

cm/min

ۃి ༹

Ξϧγʔτ

冷Ԇ鋼板

0.6

0.8

0.6

0.8

4.5

5.0

5.5

6.0

200～300

200～300

275

305

4～5

4～5

2

2

12.5～15.5

13.0～16.9

12.0

14.5

ࢭٳ

100

100

180

180

3

3

2

2

アルシートの߅溶接性は、スϙット溶接、シーϜ溶接ともྫྷԆ鋼板にൺると適正条件はいくらかҟなります。
これはアルミχϜそのものがやΘらかいۚଐでなじΈやすく、ి ಋ性がよいため、重Ͷ合Θͤた板間での発がؾ
ྫྷԆ鋼板にൺてগなくなるためです。
アルシートのスϙット溶接、シーϜ溶接は、適正な条件によりे分なڧ度が得られます。

8. ༹性ʹ͍ͭͯ

8-1. εϙοτ༹

8-2. γʔϜ༹

t

W

(12mm)

20˚～30˚

छ 板ް
mm ઌܘ

dmm⾘
加ѹྗ

kg
௨ి ిྲྀ

kA

ۃి ༹

Ξϧγʔτ

冷Ԇ鋼板

0.6

0.8

0.6

0.8

4.0

4.5

3.5

4.5

150

200

175

250

6.8～8.7

9.7～12.2

6.8

8.0

8～10

10～12

7

8

16φ

d

20˚～30˚

スϙοト༹ʹ͓͚Δਪ݅

シーϜ༹ʹ͓͚Δਪ݅
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˕
˕
˕
˕
˔

˕
˕
˔
˔
˔

˕
˕
˔
˔
˔

˕
˔
˔
˔
˔

˕
˕
˕
˚
˔

ԹԼߴૉをఴ加しておりますのでݩԹ耐ม৭アルシートは500ʙ550˚Cまでม৭が生じまͤΜ。これはమ中に合ۚ化੍ߴ
でもアルミχϜ本དྷのۚଐޫをอ࣋できるからです。
ただしࢷચড়する場合は、合ۚ化は੍されていますが、410˚CをえますとࢷのӨڹによるม৭が生じることがあります。

温耐ม৭アルシート耐熱アルシートߴ温耐ม৭アルシートᶘߴ

Թ耐ม৭ΞϧγʔτʢNSA1D-Pʣߴ

˔加ޙͷ表面ঢ়ଶͷҰ ʢྫ500˚C 2̫00Hrʣ

温耐ม৭アルシート耐熱アルシートߴ温耐ม৭アルシートᶘߴ

˔加ޙͷ表面ঢ়ଶͷҰ ʢྫ550˚C 2̫00Hrʣ

温耐ม৭アルシートߴ温耐ม৭アルシートᶘߴ

˔加ޙͷஅ面ঢ়ଶͷҰ ʢྫ550˚C 2̫00Hrʣ

加熱温度 250˚C 350˚C 450˚C 500˚C 550˚C
ૉࡐ
温耐ม৭アルシート（NSA1D-P）ߴ
温耐ม৭アルシートᶘ（NSA1D-PQ）ߴ
耐熱用アルシート（Ұൠ）
༹༥ѥԖΊ͖ͬ鋼板
ѥԖΊ͖ͬ鋼板ؾి

˕�：�ม化なし
˚�：�ม৭大
˔�：�શ面ม৭

2.20

2.00

1.80

1.60

1.40

1.20

1.00

0.80

0.60

0.40

0.20

 600 800 1000 1200 1400 1600

板 ෯（mm）

表
ࣔ
（ް

m
m
）

2.20

2.00

1.80

1.60

1.40

1.20

1.00

0.80

0.70

0.60

0.50

0.40
0.35
0.30
0.27
0.25

 600 800 1000 1200 1400

（1250、0.3）

（1250、1.199）（610、1.199）
（1219、1.2）

（1219、1.599）
（1200、1.6）

（1150、2.0）

（610、0.3）

板 ෯（mm）

表
ࣔ
（ް

m
m
）

3. ද໘ॲཧʢϊϯΫϩϝʔτʣ

2.40

2.20

2.00

1.80

1.60

1.40

1.20

1.00

0.80

0.60

0.40

0.20

 600 800 1000 1200

板 ෯（mm）

（610、2.3） （1219、2.3）

（1219、0.4）
（1000、0.3）（610、0.3）

（610、0.35）

（1240、1.6）

（1240、0.6） NSA440R

NSA590

NSSQAS1500

Ұ ൠ 用 ɿ SA1C、NSA1C
Γ用 ɿ SA1D、NSA1Dߜ
  NSA1D-P
Γ用 ɿ SA1E、NSA1E表ߜਂ

ࣔ
（ް

m
m
）

1. Ұൠ༻ɺߜΓ༻ɺਂ ༺Γߜ ༺ɺϗοτελϯϓڧߴ .2

（800、1.6）

（800、0.6）

（670、2.3） （1350、2.3）

（1600、2.0）

（670、0.8）

（1219、1.6）
（1250、1.6）

（730、0.5） （1250、0.5）

（1219、0.6）

（1580、0.8）

（730、1.6）

（1400、0.9）
（1480、0.95）

（1530、1.0）
（1600、1.1）

Մൣғ
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1アルシートはAI、Si、Feというਓମに無なݩૉからなり、また製造プロηスにおいても、PbやCd等のۚଐが混入する
৺配がありまͤΜので、ௐ理ث等食品関連ثػ材料として適しております。

2ถࠃ食品Ӵ生ہ（Food & Drug Administration)でも食品ثػ材料として認められています。
3通ৗアルミめっき表面にはന錆防ࢭのためクロϝート処理がࢪされておりますが、これは食品ثػにはましくありまͤΜ。
当社で։発したՈి用クロϝートフリー処理（QM）はFDA指定の溶出ݧࢼに合格し、食品に接する༰ث用としての
 Recommend Letterを取得しております。

ɹ  ˞ ɿ 塗油材の場合は加工後ࢷお願いします。

৯品Ӵੜ

アルミಛ有のきれいな表面ഽです。
ただし、外面のߴप溶接部はϏーυカットにより幅3mmҐのమが出ております。
内面の溶接部は若干のϏーυのり上りがありますが、ご要望により、ԡしͭͿしによ
るߴさのコントロール（0.2ʙ0.5mm）も可能です。

ʮアルシɻ ト鋼管ʯはʮアルシートʯをૉ材としてߴप༠ಋ溶接法により造管したものです。
鋼のڧさとアルミχϜの長ॴを合Θͤた耐性、耐食性の༏れた鋼管として重用され、
スςンレスに次͙ૉ材として自動ंのഉܥؾ鋼管（エΩκーストύイプ）にଟ用されています。

外　؍

1. 特 

2. ༻ ్

造管加工によってૉ材鋼板
のアルミめっき層はほとΜど
มりまͤΜ。

ʹΑΔ
ΞルϛΊ͖ͬ
ͷӨڹ

溶接部（外面）は、Ϗーυカットによりమが出ていますのでԘਫ
ໄςストでは錆がૣく出ます。
一ൠ的に自動ंおよび耐用途には外面Ϗーυカットのまま使
用されているのがී通であり、ػ能上のはありまͤΜ。

༹෦
ͷ

৯ੑ

加工ੑ JIS G 3445 ػցߏ造用ૉ鋼管
STKM-11Aの加工性は得られます。

Ξϧγʔτ߯

τϥοΫϚϑϥʔ

˔�༻ं༻Ϛϑϥʔ
˔�ಛघϚϑϥʔ



�� ��

アンコイラー シΣアエルμー
ロータリーループ

ςンシϣンローラー

行切断ܗロールエッジスカーフレϕラー
प溶接ߴ

（インμクシϣン）
Ϗーυカットܗロール

21.7
22.2
25.4
27.2
31.8
34.0
35.0
38.1
40.0
42.7
45.0
47.6
48.6
50.8
54.0
57.0
57.2
60.5
65.0
68.9
70.0
75.0
76.3
80.0
82.6
85.0
89.1
90.0
94.0

101.6

 0.8 1.0 1.2 1.4 1.6 1.8 2.0 2.3

△
△
△
○
○
○
○
○
○
○
○

△
△
△
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

△
△
△
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○

△
△
△
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○

△
△
△
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○

△
△
△
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○

3. ఔ

֨ن .4

5. Մൣғ
ް͞

（mm）外ܘ
（mm）

ɿ 部分はご相談ください。

ɿ 部は内面ϏーυԡしͭͿし可。

ɿ 部は内面ϏーυԡしͭͿし不可。

○

△

鋼管の記号

AL80-TK

機械的性質
ૉ֨نࡐ

SA1D
NSA1D

アルϛχϜ板のண量記号

40、（60）、80、（100）、（120）

YP
（N/mm2）

�

TS
（N/mm2）

290Ҏ্

EL
（%）

35Ҏ্

˔5αイΫルݧࢼʹ͓͚Δ外؍ͷҰྫ

˔ͷαイΫル加ޙݧࢼͷࢎԽ૿量ͷҰྫ

加熱サイクル

酸
化
増
量（

g
/m

m
2
表
面
積
）

700˚C 800˚C180

100

50

40

30

20

10

70

60

50

40

30

20

10

  1 2 3 4 5   1 2 3 4 5

加熱サイクル

6. 品質特性

6-1. 耐熱性

6-2. 機械的性質

6-3. 寸法の許容差

鋼管の記号

AL80-TK

機械的性質
鋼管サイズ

45φ×1.6

YP
（N/mm2）

270～310

TS
（N/mm2）

300～340

EL
（%）

59～70

平板

◎耐熱用アルシート

平板

○

曲管

内 ◎

外 ◎

曲管

○

△

平板

○

曲管

△

△～×

平板

△

曲管

△

△～×

平板

△～×

曲管

×

×

 600 650 700 750 800˚C

1サイクル

空冷

温度×48Hrs

R120
427⾘×1.6

曲げ管サンプル
部ℓ=50mm

60˚

◎：良好、○：点状スケール少、△：点状スケール多、×：スケール化

 ɿ 耐用アルシート
 ɿ YUS409D

寸法のڐ༰ࠩにͭきましては、その度ご相談ください。
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のҙ্༺͝ ͝จのखҾ͖
■ 加工 ■
加工方法によっては、ߜり加工、ۂげ加工において、めっき層
がೈ質のためそこなΘれることがありますので、ͭ ͗の点に
ご注ҙください。
径ݞり加工時は、クリアランスを大きめにとり、μイスߜ
を板厚の6ഒҎ上とると、良な結果が得られます。
げ加工いͣれの場合でも、めっき表面をʠしごۂ、り加工ߜ
くʡような加工はۃ力さ͚てください。

μイス͓Αͼݞܘの҆

プレス加工の際の潤滑油でۃѹఴ加ࡎを使用したものには、
めっき層を食するものがあります。
ご使用にઌ立ͪご確認ください。なお、やΉを得ͣご使用の場
合、ࢷ等の後処理をやか、かͭे分に行うよう注ҙしてくだ
さい。

■ ༹ ■
߅溶接においては、めっきۚଐのϐックアップによるిۃの
汚ଛを生じますので、適切なख入れや取ସえが必要です。シー
Ϝ溶接の場合、φールۦ動方ࣜを࠾用するれిۃण໋を長
くすることができます。

■ ࢷ ■
ࢷには、ऑアルカリタイプ、中性ચࡎ、有ػ溶ࡎࢷをおす
すめします。ࡎࢷの中には、ڧアルカリタイプ等めっきۚଐ
を食するものもありますので、ご使用にઌ立ͪご確認くだ
さい。

■ ޮ࣌ ■
一ൠに鋼板は時間のܦ過とともに、材質がྼ化することがあ
ります。すなΘͪ、加工性のྼ化、ストレッνϟーストレイン、腰
折れ等が発生します。これを防͙には、できるだ͚ૣい時ظの
ご使用をおすすめいたします。なお、耐時ޮ性のある規格をお
選びになれそのご৺配はありまͤΜ。

■ 表面ͷิम ■
溶接加工、ۂげ加工、ߜり加工などによりめっきൽບがଛ傷し
た場合には、ໟを用いて、アルミχϜคによる耐食アル
ミϖイントを塗すると良い表面が得られます。

アルシートは、その取り扱い使用方法が適切でないと、そのಛ長
をे分に׆かͤまͤΜ。
ご使用の際にはಛにԼ記の点にご留ҙください。

■ อ・̔  ■
荷役、อ管中のਫ࿙れは、ന錆のݪҼになります。Ӎ中荷役、
ைೞれ、結࿐は厳重に注ҙしてください。また࣪ߴ度、ѥེࢎ
Ψスง囲ؾでのอ管もましくありまͤΜ。อ管はס૩した
ਗ਼ড়な内อ管をおすすめします。
梱包ࢴのഁଛは、ิ 修するようにお願いいたします。

コイルのస、సがり、シートの荷่れがىきますとඇৗにة
ىです。อ管時は、コイルのస、సがり、シートの荷่れがݥ
きないように、̓ 定したঢ়ଶを確อしてください。

■ औΓѻ͍ ■
取り扱いはஸೡに行い、めっき、表面処理ൽບをଛなΘないよ
うにしてください。また、指紋等の表面の付ணも、塗や
耐食性にѱӨڹをٴ΅すことがあります。
これらの場合、必要に応じて後処理、ิ 修を行ってください。

コイルを使用するために、コイルঢ়ଶをอ࣋しているフープ
（όンυ）を取り外す（切断する）場合は、コイル端部がͶ上
がらないように、コイル端部がコイルのਅԼのঢ়ଶで行うか、
または、コイル端部がͶ上がり、ܹٸにコイルが֦がっても
҆શかͭのない場ॴで作業してください。
コイルはまっす͙に৳びた板をコイルঢ়にݔいたものですの
で、結ଋフープなどコイルのঢ়ଶをอ࣋する外力がなくなり、
コイル端部が自༝なঢ়ଶになりますと、まっす͙なঢ়ଶにΖ
うとし、Ͷ上がります。また、さらに、その結果コイルのݔき
が؇くなり、ܹٸにコイルが外ଆに֦がる場合があります。
その際、そのコイル近ลのਓ、等をଛ傷するおそれがあり
ます。

1ɽ

2ɽ

1ɽ

2ɽ

1ɽ

2ɽ

˔

˔

˔

ࠂܯ

ҙ
˔

˔

板厚
（mm）

0.6
0.8
1.0

ܗΓߜ
μΠεݞܘ

4以্
5以্
6以্

ҾுΓ͛ۂܗ
μΠεݞܘ

4以্
5以্
6以্

ϙϯνݞܘ
2以্
�以্
�以্

୯Ґ（mm）

■ 梱包単位質量 ■
荷役能力、作業性によって梱包単質をご指定ください。大単質
ほど作業性は改善されます。コイルの場合は最大単質（必要
なら最小単質）もご指定ください。
なお、実際に出荷される単質の平均は、製造単質を分割する
ため最大単質および寸法の関係で決まります。

■ 内径、外径 ■
コイル材の場合、剪断ライン設備のアンコイラーの仕様に
従って内径、外径をご指定ください。内径の選択には板厚に
よって、コイル内径部の腰折れやリールマークの発生に配慮
する必要があります。この点より当社の内径の標準は次の通
りです。

■ 寸法精度＜板厚・幅・長さ＞■
板厚や幅、長さ等の寸法精度は、本カタログ記載の範囲で製
造しております。しかし製品の使用条件によっては、組立精度、
部品精度等から厳しい仕様が必要な場合もあります。このよ
うな要望のある場合はあらかじめご相談のうえ、仕様を明確
にしてください。

■ 用途、加工方法 ■
当社においては、ご使用目的により一層適合する品質管理を
行っております。そのため、ご使用の用途名や加工方法等の
条件を明確にしていただくことをお願いいたします。

ご注文に際しては、その用途に応じて、次の事項をご確認くださ
るようお願いいたします。

■ 規　格 ■
加工の過酷さ、加工の方法などに応じて、規格の中から適切な
材質をお選びください。

■ 表面処理 ■
加工後の処理方法、使用条件に応じて、表面処理の中から適
切なものをお選びください。

■ 目付量 ■
求められる耐食性、使用条件、加工方法に応じて、適正な目付
量をお選びください。耐食性を重視する場合は厚めっきを、作
業性重視の場合は薄めっきをお選びください。

■ 塗　油 ■
表面処理の種類とは独立に防錆油のあり、なしをお選びにな
れます。中間防錆力向上、取り扱い上の指紋汚れや傷付きの
軽減、プレス加工時の潤滑等のためには、塗油をお選びくださ
い。なお、無処理材には塗油が不可欠です。

■ 寸　法 ■
鋼板の寸法（板厚・幅・長さ）は、製造可能範囲の中から適切に
設計してください。

■コイル ■
コイル材かシート材かは切断、加工条件によってお選びくださ
い。コイル材の利用は材料歩留り向上、作業の連続化、自動化
に有用です。ただしコイル材の場合、検査の結果による不良部
分の除去ができないため、若干の不良部分が含まれざるを得
ない点ご了承ください。またコイル両端のオフゲージは除去
されますが、溶接部分およびその近傍のオフゲージは若干混
入することもあります。したがってご使用に際し検査、選別、修
正等を適切に行う必要があります。

■ 耳仕上げ ■
ご使用条件に応じてミルエッヂかスリットエッヂかをご指定く
ださい。そのまま製品になる場合のように耳仕上げが必要な
ものにはスリットエッヂをお選びください。

○印を標準とします。
20”：508mm、24”：610mm、28”：711mm

板厚（mm）
1.6以下

20”、24”、28”

1.6超

24”、28”
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製品は、製造後使用されるまでの間の通ৗの取扱い、อ管条件にରしてଛ傷を防͙ため梱包して出荷
されます。梱包外には、梱包ラϕルをష付して製品内༰を表ࣔしています。さらに、ݱ品にはその製
品内༰をอূする検査ථを෧入しています。
ɹ製品おड͚取り後のݱ品確認には、これらをご利用ください。これらのாථ記載事項は次の通りです。

ࠝแϥϕϧ͓Αͼࠪݕථ
表߲ࣔ

໊
ɹڃ
JISೝূϚーク、JISೝূ機ؔ、JISೝূ൪号
記号֨ن
量
ੇɹ๏
ຕɹ
質ɹ量
ɹ͞
൪号ࠪݕ
ίイル൪号
धཁՈ໊
໊͓ࣾΑͼॴ໊
݄

λイトル໊
ࠝแϥϕル
ແ表ࣔ
ແ表ࣔ
ແ表ࣔ
ɹ֨ن
量
ੇɹ๏
ຕɹ
ਖ਼ຯ質量
ɹ͞
൪号ࠪݕ
ίイル൪号
ແ表ࣔ
ແ表ࣔ

�

ථࠪݕ
ແ表ࣔ
ɹڃ
ແ表ࣔ
ɹ֨ن
量
ੇ๏
Ϛイス
質ɹ量
ίイルφΨサ
൪号ࠪݕ
ίイル൪号
�ɹɹ
�ɹɹ

݄

表ࣔํ๏

ॴఆの໊Λ表ࣔ͢Δɻ
֘ࡐのڃΛ表ࣔ͢Δɻ
表ࣔରࡐのΈ表ࣔ͢Δɻͳ͓、ࠪݕථʹ表ࣔ͠ͳ͍ɻ
の֨ن記号Λ表ࣔ͢Δɻ（）
量表ࣔ記号Λ表ࣔ͢Δɻ
ੇ๏Λ表ࣔ͢Δɻ
板ࡐのΈ表ࣔ͢Δɻ
ܖ （࣮݅؏·ͨࢉఆ）ʹ ΑΓ表ࣔ͢Δɻ
ఆのίイルのΈ表ࣔ͢Δɻࢦ·ͨ͞表ࣔܖఆࢉ
ࠝแ୯Ґʹ表ࣔ͢Δɻ
ϩοトຖʹ表ࣔ͢Δɻ
धཁՈ໊Λ表ࣔ͢Δɻ
                                   ○○మॴ（·ͨ۠）ͱ表ࣔ͢Δɻ
݄Λ表ࣔ͢Δɻ

検査ථ 
（内包）

検査ථ （内包）

シールプロςクター

シール
プロςクター

ԣスΩッυॎスΩッυ

フープシール

シール

当ۚ フープ

フープ

フープ

製品

製品
梱包ラϕル

梱包ラϕル 梱包ࢴ

梱包ࢴ

板ྫ コイルྫ

正味質量（実質）

検査番号 コイル番号 製造年月日

寸　法

規　格

アルシート

NSA1D:  Z M N
目付量（G / M 2 ）

120

2-7-G-8-0860

0 . 5    X   875   X    C
6,470KG

31-040068 2012‒10‒01

Ξルγーτ

NSA1D :  Z  M  N 120 1

0.5  X  875  X  C 2-7-G-8-08606,470KG

31-040068 2012-10-01
 ݄

ڃ

࣭ྔੇ๏

ίΠϧ൪߸

ɹ֨ن  （ྔ(�.�）

߸൪ࠪݕ

検     査     票

八幡地区

্ ه  จ   ݕ ࠪ ͷ ݁ Ռ 、 ࢦ ఆ ͷ ن ֨ ʹ ߹ ֨しͨ͜とを ূ ໌します 。
ຊ  ʹ ͭ ͍ ͯ ޚ র ձ ͷ ࡍ  、 ͓ ख  ͳ͕Β ຊ ࣾ まͨ  ࠷ د Γͷ ࢧ ళɾ Ӧ ۀ ॴ ʹ͝ ࿈ བྷ ئ ͍ます 。
*/ � $ "4& � 0 ' � "/: � 5 306# - & � 0 3 � 26&4 5 * 0/ � " 4 � 5 0 � 5 ) * 4 � ." 5&3 * " - 4  �
1 - & "4& � * / '03. � 063 � ) &"% � 0 ' ' * $ & � 0 3 � 063 � / &"3&4 5 � 0 ' ' * $ & �

YAWATA AREA
八 幡 地 区

JIS規格の場合

JIS G 3314 :SA1D Z O(N)
① ② ③ ④

M
⑤ ⑥

①：規格No.
②：規格記号
③：スキンパス記号

④：表面仕上記号
⑤：表面処理記号
⑥：塗油記号（無塗油の場合はXと表示）

日本製鉄販売品規格の場合

NSA1D : Z
① ② ③

M
④

N
⑤

①：規格記号
②：スキンパス記号
③：表面仕上記号

④：表面処理記号
⑤：塗油の種類（無塗油の場合はXと表示）

注：スキンパスの指定が無い場合は、表面仕上げ以降の項目が左詰めで表示されます。

൘の୯Ґ質ྔද
˔ 板ͷ単位質量表ʢkg/m2ʣ

アルϛχϜのண量記号

0.30

0.35

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.0

1.2

1.4

1.6

2.0

2.3

2.5

 40

 2 . 242

 2 . 635

 3 . 027

 3 . 812

 4 . 597

 5 . 382

 6 . 167

 6 . 952

 7 . 737

 9 . 307

 10 . 88

 12 . 45

 15 . 59

 17 . 94

 19 . 51

 2 . 186

 2 . 578

 2 . 971

 3 . 756

 4 . 541

 5 . 326

 6 . 111

 6 . 896

 7 . 681

 9 . 251

 10 . 82

 12 . 39

 15 . 53

 17 . 89

 19 . 46

 2 . 130

 2 . 552

 2 . 915

 3 . 700

 4 . 485

 5 . 270

 6 . 055

 6 . 840

 7 . 625

 9 . 195

 10 . 76

 12 . 33

 15 . 47

 17 . 83

 19 . 40

 2 . 065

 2 . 458

 2 . 850

 3 . 635

 4 . 420

 5 . 205

 5 . 990

 6 . 775

 7 . 560

 9 . 130

 10 . 70

 12 . 27

 15 . 41

 17 . 77

 19 . 34

 2 . 017

 2 . 409

 2 . 802

 3 . 587

 4 . 372

 5 . 157

 5 . 942

 6 . 727

 7 . 512

 9 . 082

 10 . 65

 12 . 22

 15 . 36

 17 . 72

 19 . 29

60 80 100 120
表ࣔް͞
（mm）

■ 梱包ϥϕルྫ

表ྫࠪݕ ■

■ 梱包ྫ

ɿ規格ͷ表ࣔ

のҙ্༺͝




